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１月 14 日、庄原中学校グラウンドで「令和６年庄原市消防出初式」を開催しました。１月 14 日、庄原中学校グラウンドで「令和６年庄原市消防出初式」を開催しました。
（関連記事：裏表紙）（関連記事：裏表紙）

令和６年庄原市消防出初式
４年ぶりに開催



まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

特定非営利活動法人
節分草保存会

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

「節分草」を保護し、普及させる活動

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。
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ご
ショット
な みま

父母より：わんぱくな
妹ちゃん。これからも
家族みんな元気で過ご
そうね！

八や

の野
　
瑚こ

の

か

乃
香
ち
ゃ
ん
（
上
原
町
）

Ｒ
５
年
１
月
16
日
生
ま
れ

父母より：いつも妹を

たくさん可愛がってく

れてありがとう。ずっ

と笑顔で過ごそうね！

八や

の野
　
友ゆ

り

か
里
花
ち
ゃ
ん
（
上
原
町
）

Ｒ
３
年
４
月
13
日
生
ま
れ

　
●西城バレーボールスポーツ少年団

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

　西城バレーボールスポーツ少年団は、昭和 55 年に創設され、本年
で 44 年目を迎えます。
　現在、団員は比和小と西城小の２～６年生と西城中１・２年生の計
16 人が所属し、「ゆめを見る～ゆめを追う」をチームスローガンに、
県大会出場を目標に日々練習を頑張っています。
　西城体育館で週３回、月曜日と水曜日は 17 時 30 分から 20 時まで、
土曜日は 13 時 30 分から 17 時 30 分まで練習しています。
　 随 時 団 員 を 募 集
しています。
　 バ レ ー ボ ー ル に
興 味 の あ る 人 は 見
学 や 体 験 入 団 も で
きます。気軽に西城
体 育 館 を の ぞ い て
みてください。

【連絡先】
代表者
髙井 美和子
☎ 090-4896-1657

　私たちは、市の天然記念物で広島県の絶滅危惧種第２類で
もある「節分草」の自生地の調査と保護育成、普及のための公開な
どを行っています。
　５月には「節分草」の種をまき、年間２～３回草刈りなどを行っ
ています。また、自生地の公開期間には、節分草祭や寄せ植え教室
など各種イベントを行っています。花が咲くと漂うほのかな匂いは

「初恋の香り」といわれています。
　ぜひ一度お越しいただき、「節分草」をご覧ください。
▪節分草自生地公開
とき　２月 10 日㈯～３月３日㈰
▪節分草祭
とき　３月３日㈰　10 時～ 15 時
ところ　道の駅リストア・ステーション（総領町下領家 1-3）

【問い合わせ】
節分草保存会　☎ 0824-88-3067（総領自治振興センター内）

市 民 の ペ ー ジ

　 　

東
城
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
勤
務
す
る
新
見
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま

し
た
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の　
　
　
　
　
　

支
援
員
と
し
て
働
く

　

私
は
東
城
町
で
生
ま
れ
て
、
高
校
は
庄
原

格
致
高
校
に
通
い
、
そ
の
後
、
京
都
の
大
学

に
進
学
し
ま
し
た
。
卒
業
後
も
そ
の
ま
ま
京

都
に
残
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
京

都
で
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
、

親
に
「
こ
っ
ち
に
戻
っ
て
き
た
ら
？
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
14
年
前
に
東
城
町
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

東
城
町
に
帰
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を

し
ま
し
た
が
、
約
５
年
前
に
「
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
支
援
員
を
し
て
み
な
い
か
」
と
声

を
掛
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
以
前
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
て
い
る
社
会
福
祉
法

人
の
作
業
所
で
働
い
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た

た
め
、
そ
れ
で
声
が
掛
か
っ
た
の
だ
と
思
い

問
い
合
わ
せ

自
治
定
住
課
定
住
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
７

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
暮
ら

し
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
、シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
を
知
り
、地
元
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る
こ
と

で
、人
を
、ま
ち
を
、も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

放課後児童クラブの支援員と
して、子どもたちと接する

新
に い み

見　直
な お た か

敬さん

ま
す
。

　

私
は
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
と
接
し
た
こ

と
が
無
か
っ
た
の
で
、
最
初
は
少
し
戸
惑
っ

た
の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
順
応
性
が
と

て
も
高
く
、
素
直
に
私
の
こ
と
も
受
け
入
れ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

事
業
所
も
た
く
さ
ん
研
修
に
行
か
せ
て
く

れ
、
ま
た
先
輩
た
ち
の
指
導
も
あ
り
、
こ
こ

ま
で
５
年
間
勤
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
日
々
接
し
て
い
る
と
、
み
ん

な
少
し
ず
つ
変
化
し
、
成
長
を
実
感
す
る
瞬

間
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
と
て
も

嬉
し
く
も
あ
り
、
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
こ
と

　

東
城
町
は
病
院
や
商
業
施
設
な
ど
が
中
心

部
に
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、
私
は
不
便
を
感

じ
て
い
ま
せ
ん
。　

　

晴
れ
た
日
は
自
転
車
で
通
勤
す
る
の
が

日
課
で
す
。
こ
れ
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
走
り
回

る
子
ど
も
た
ち
に
付
い
て
い
く
体
力
の
維
持

と
、
自
分
の
健
康
を
維
持
の
た
め
に
や
っ
て

い
ま
す
。
将
来
の
こ
と
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
今
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
子
ど
も

た
ち
と
接
す
る
仕
事
が
自
分
に
と
て
も
合
っ

て
い
る
の
で
、
こ
の
ま
ま
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
１

　

農
業
に
と
っ
て
栽
培
計
画
を
立
て
る

こ
と
は
重
要
で
す
。
農
作
業
の
少
な
い

こ
の
時
期
に
、
1
年
の
栽
培
計
画
を
立

て
ま
し
ょ
う
。
菜
園
を
無
駄
な
く
生
か

し
、
品
質
の
良
い
野
菜
を
作
る
に
は
、

事
前
の
作
付
け
計
画
が
大
切
で
す
。

栽
培
計
画
の
立
て
方

①
ど
ん
な
野
菜
を
、
ど
の
く
ら
い
作
る  

　
か
決
め
ま
し
ょ
う

　

作
り
た
い
野
菜
の
候
補
を
挙
げ
、
畑

の
広
さ
や
環
境
、
販
売
で
き
る
量
、
新

品
種
な
ど
を
考
え
、
候
補
の
野
菜
を
組

み
合
わ
せ
て
計
画
を
立
て
ま
す
。

②
栽
培
と
管
理
に
適
し
た
時
期
を
確
認

　
し
ま
し
ょ
う

　
野
菜
は
、
そ
れ
ぞ
れ
種
ま
き
や
植
え

付
け
に
適
し
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
時
期
を
間
違
え
る
と
、
生
育
が
悪
く

な
っ
た
り
、
収
量
が
少
な
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
時
期
に
た
く
さ

ん
の
野
菜
の
栽
培
を
詰
め
込
み
過
ぎ
る

と
、
天
候
に
よ
っ
て
後
作
の
計
画
が
遅

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、
栽
培

時
期
に
余
裕
を
持
た
せ
ま
し
ょ
う
。

③
野
菜
の
特
徴
に
合
わ
せ
た
場
所
を
選

　
び
ま
し
ょ
う

　
野
菜
は
育
つ
に
つ
れ
て
、
大
き
く
な

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

農
業
の
作
付
け
計
画
を　
　
　
　

立
て
ま
し
ょ
う
！

り
ま
す
。成
長
し
て
株
が
混
み
合
う
と
、

日
が
当
た
ら
ず
に
育
ち
が
悪
く
な
っ
た

り
、
風
通
し
が
悪
く
な
り
病
気
に
か

か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
に
適
し
た
畝う

ね
は
ば幅

、
株
間
、
条
間

に
す
る
に
は
、
収
穫
時
期
の
畑
の
様
子

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
る
こ
と
も
大
事
で

す
。

④
輪り

ん
さ
く作
を
行
い
ま
し
ょ
う

　

過
去
に
野
菜
を
栽
培
し
て
、
連
作
障

害
や
病
害
の
多
発
な
ど
、
場
所
に
よ
っ

て
良
し
悪
し
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
所
は
、
異
な
る
種
類
の

作
物
を
一
定
の
順
序
で
周
期
的
に
代
え

て
栽
培
す
る
「
輪
作
」
を
行
う
と
良
い

で
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
…　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
に
行
う
べ
き
農
作
業
は
？

•

不
要
に
な
っ
た
マ
ル
チ
な
ど
の
ビ

ニ
ー
ル
や
、
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
資

材
な
ど
を
持
ち
帰
り
、
残ざ

ん
さ渣

（
残
り
か

す
）
な
ど
が
な
い
よ
う
に
畑
の
片
付
け

を
し
ま
す
。

•

タ
マ
ネ
ギ
、
エ
ン
ド
ウ
、
ソ
ラ
マ
メ

な
ど
は
、
マ
ル
チ
の
植
え
穴
や
株
基
か

ら
出
る
雑
草
を
早
め
に
取
り
ま
す
。

•

タ
マ
ネ
ギ
や
エ
ン
ド
ウ
マ
メ
な
ど
の

越
冬
野
菜
は
、
追
肥
す
る
大
切
な
時
期

で
す
。

82

営
農
指
導
員　

若わ
か
や
ま山　

　

譲
ゆ
ず
る
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庄原市奨学生を募集します
教育総務課総務係　☎ 0824-73-1182教育総務課総務係　☎ 0824-73-1182

　

庄
原
市
奨
学
金
（
貸
付
）
制
度

【
受
付
期
間
】

２
月
16
日
㈮
～
４
月
15
日
㈪
（
必
着
）

※
教
育
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
教
育
室
へ
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
】

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▼
父
母
（
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
家
計
を

　

支
え
て
い
る
人
）
が
、
申
請
時
点
で
１
年

　

以
上
市
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

▼
高
等
学
校
な
ど
に
在
学
し
て
い
る
こ
と

▼
学
習
に
意
欲
を
持
つ
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

▼
経
済
的
理
由
で
修
学
が
困
難
で
あ
る
と
認

　

め
ら
れ
る
こ
と
（
所
得
制
限
あ
り
）

▼
国
・
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
行
っ
て
い
る

　

奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

▼
父
母
な
ど
が
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

【
申
請
に
必
要
な
書
類
】

①
庄
原
市
奨
学
金
貸
付
申
請
書

②
父
母
な
ど
の
直
近
の
市
・
県
民
税
課
税
台

　

帳
記
載
事
項
証
明
書
（
令
和
４
年
分
）

③
父
母
な
ど
の
住
民
票
（
謄
本
）
の
写
し

④
入
学
を
証
明
す
る
書
類
ま
た
は
在
学
証
明

　

書
（
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
発
行
さ

　

れ
た
原
本
）

⑤
誓
約
書

⑥
誓
約
書
記
載
の
連
帯
保
証
人
２
人
の
印
鑑

　

証
明
書
・
市
税
の
納
税
証
明
書

⑦
そ
の
他
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
書

　

類
※
②
は
令
和
４
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
の

区　分 自宅通学 自宅外通学

高等学校
専修学校（高等課程）

国公立 18,000円 23,000円

私立 20,000円 25,000円

大学
国公立 30,000円 35,000円

私立 41,000円 48,000円

短期大学
専修学校（専門課程）

国公立 30,000円 35,000円

私立 40,000円 45,000円

高等専門学校
各種学校など

国公立 20,000円 25,000円

私立 30,000円 35,000円

　

所
得
が
対
象

※
②
③
⑥
は
受
付
期
間
内
に
発
行
さ
れ
た
も

　

の
※
⑦
は
作
文
４
０
０
字
程
度
、
認
定
所
得
金

　

額
計
算
書
、
自
宅
外
通
学
の
場
合
は
賃
貸

　

契
約
書
の
写
し
や
在
寮
証
明
書
の
原
本
な

　

ど
※
申
請
書
類
は
、
教
育
総
務
課
ま
た
は
各
支

　

所
教
育
室
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　

ま
す
。

【
貸
付
月
額
】

　

【
貸
付
利
率
】

無
利
子

【
貸
付
期
間
】

在
学
す
る
大
学
・
高
等
学
校
な
ど
の
正
規
の

修
業
期
間

【
返
還
】

　

卒
業
し
た
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
６
カ

月
経
過
後
、
10
年
以
内
に
返
還
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

　

返
還
は
、
月
賦
（
年
12
回
）、
半
年
賦
（
年

２
回
）、
年
賦
（
年
１
回
）
か
ら
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w

w
.city.shobara.hiroshim

a.jp/
m

ain/education/schooling/
cat03/post_437.htm

l

返
還
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
！

　

本
市
出
身
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
と
市
内

定
住
促
進
の
た
め
、
返
還
免
除
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
奨
学
金
の
返
還
開
始
か
ら

３
年
以
上
市
内
に
居
住
し
、
そ
の
間
の
返

還
金
と
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人
が
、
そ

の
後
も
引
き
続
き
市
内
に
居
住
す
る
場
合

は
、
返
還
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
返
還
免
除
を
受
け
る
た
め
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。

　市は、高校・大学・専門学校などに在学、進学する生徒や学生を対象に「奨学金貸付制
度」を設けています。令和６年度の奨学生を次のとおり募集します。

　この他にも、日本学生支援機構奨学金《国制度》や高等学校等奨学金《県制度》などがあります。併せてご
検討ください。

令和６年度

　森林が持つ公益的機能（洪水や土砂崩れなどを防ぐ機能）は私たちの安心・安全
な生活を支えています。しかし、近年人との関わりが減り、放置された森林では公益
的機能の低下をはじめ、さまざまな問題が起こっています。
　こうした問題を解決するため、市は、市民の皆さんから納められた「ひろしまの森
づくり県民税」を財源として、人工林・里山林の整備や、森林整備活動を行う団体の
支援などを行うことで、県民参加の森づくりを推進しています。

●作業の様子 ●林内の明るさを確保し木や下草の生長を促進

※人工林・・・人の手で苗木の植栽などが行われている林
※里山林・・・人の居住地近くに広がり、まきや炭の材料となる木の伐採、落葉の採取などを通じて、地域住民に利用されてきた林
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教育指導課指導係　☎ 0824-73-1184

～全国体力・運動能力調査結果～

体力・運動能力向上！体力・運動能力向上！

　文部科学省が行う、全国体力・運動能力調査が令和５年４月から７月にかけて実施され、小学５年生と中
学２年生が参加しました。本年度の調査結果は次のとおりです。本市の児童生徒の体力・運動能力の状況を
お伝えします。

　本市の小学５年生・中学２年生は、男女とも、体力合計点をはじめ、ほとんどの種目で広島県・全国を上
回りました。
　参加した全学年で、体力合計点が広島県・全国を上回ったのは２年ぶりです。
　また、本市の体力合計点の経年比較（次のグラフを参照）については、新型コロナウイルス感染症の流行
以前から下降傾向にありましたが、本年度は小学５年生・中学２年生の男女ともに上昇に転じ、体力が向上
していることが分かります。

　体力向上の要因として、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に分類されてから、児童生徒の運動の機
会が増加したことに加え、児童生徒が運動の楽しさを感じながら十分に運動ができるよう、各学校で体育の
授業や全校での取り組みを工夫したことが考えられます。この取り組みの一例として、峰田小学校では音楽
に合わせ、跳んだり止まったりするリズム運動を行っています。
　今後も各学校では、児童生徒の体力向上に向け、工夫した取り組みを進めていきます。

峰田小学校全校でのリズム運動の取り組み
※Ｒ２はコロナのため調査実施なし

本市の体力合計点の経年比較

本市と広島県、全国の体力合計点および各種目の平均値の比較

小学５年生 体力合計点
（点）

握力
（kg）

上体起こし
（回）

長座体前屈
（cm）

反復横とび
（点）

20ｍシャトルラン
（回）

50ｍ走
（秒）

立ち幅とび
（cm）

ソフトボール投げ
（m）

男

　子

庄原市 55.42 16.96 19.14 37.09 43.98 49.91 9.52 155.40 24.05
広島県 53.16 16.11 19.07 33.90 40.87 46.75 9.43 151.75 22.25
全　国 52.59 16.13 19.00 33.98 40.60 46.92 9.48 151.13 20.52

女

　子

庄原市 58.53 16.84 18.81 40.74 43.05 42.49 9.59 150.33 15.82
広島県 54.68 15.95 18.16 38.17 39.08 36.85 9.64 144.81 13.83
全　国 54.28 16.01 18.05 38.45 38.73 36.80 9.71 144.29 13.22

中学２年生 体力合計点
（点）

握力
（kg）

上体起こし
（回）

長座体前屈
（cm）

反復横とび
（点）

20ｍシャトルラン
（回）

50ｍ走
（秒）

立ち幅とび
（cm）

ハンドボール投げ
（m）

男

　子

庄原市 44.65 29.61 26.49 46.00 53.71 85.40 7.63 200.11 21.34
広島県 41.78 29.05 25.92 44.28 51.67 77.98 7.93 196.86 20.49 
全　国 41.32 29.02 25.82 44.16 51.22 78.07 8.01 197.02 20.40

女

　子

庄原市 53.96 23.13 25.17 50.38 50.53 55.70 8.45 174.58 13.68
広島県 47.43 23.07 21.84 46.15 46.05 49.94 8.90 165.88 12.74
全　国 47.22 23.15 21.62 46.27 45.65 50.70 8.95 166.34 12.43

H29 H30 R1 R３ R４ R５

65.00

60.00

55.00

50.00

45.00

40.00

35.00

小５男子 小５女子 中２男子 中２女子

60.73
57.57
54.73

45.68 44.53

52.43

57.48
60.25 60.30

56.20
54.05

44.19 42.85

51.02

57.80
59.16

57.23 58.53

44.65

53.96
55.42

51.92

48.29

40.48

　  解 説絵本を開いてみませんか？絵本を開いてみませんか？

庄原市学校運営協議会の取り組み庄原市学校運営協議会の取り組み
教育指導課指導係☎0824-73-1184

読
み
聞
か
せ
で　
　
　
　
　
　

子
ど
も
と
触
れ
合
お
う

　

子
ど
も
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
む

方
法
と
し
て
「
お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の

読
み
聞
か
せ
」
は
い
か
が
で
す
か
。

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
、
子
ど
も

と
向
き
合
う
豊
か
な
触
れ
合
い
の
時

間
に
な
り
ま
す
。

　

家
族
の
温
か
い
声
や
肌
の
温
も
り

か
ら
愛
情
を
感
じ
、
安
心
感
の
中
で

絵
本
の
世
界
を
楽
し
む
時
間
は
、
子

ど
も
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も

の
で
す
。

　

子
ど
も
は
、
絵
本
の
世
界
に
接
す

る
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興

味
・
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

身
近
な
人
と
の
触
れ
合
い
の
中
で
、

言
葉
を
学
び
、
聞
く
力
や
、
表
現
す

る
力
な
ど
、
言
葉
に
対
す
る
感
受
性

を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
親
に
と
っ
て
も
、
子
ど
も

の
表
情
か
ら
子
育
て
の
楽
し
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
ひ
と
と
き
に
な

り
ま
す
。
子
ど
も
の
反
応
を
楽
し
み

な
が
ら
、
言
葉
の
響
き
や
魅
力
に
気

付
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
と
本
を
読
む
と
き
は
、
う

ま
く
読
む
こ
と
や
、
ち
ゃ
ん
と
聞
い

て
い
る
か
は
気
に
せ
ず
、
心
に
自
然

に
届
け
る
こ
と
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
触
れ
合
い
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。　

そ
う
だ
、　　
　
　
　
　
　
　
　

図
書
館
へ
行
っ
て
み
よ
う
！

　

絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
た
い
け
ど
、

ど
ん
な
本
が
い
い
の
？

　

そ
ん
な
時
は
、
近
く
の
図
書
館
に

行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
に
は
、
た
く
さ
ん
の
絵
本

が
あ
り
、
お
す
す
め
の
絵
本
な
ど
を

紹
介
し
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
い
ま
す
。

　

お
は
な
し
会
な
ど
子
ど
も
と
一
緒

に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
や
っ
て
い

ま
す
よ
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.city.shobara.

hiroshim
a.jp/m

ain/
education/shisetsu/
post_290.htm
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問
い
合
わ
せ

図
書
館
本
館
（
田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

内
）

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
１
１
５
９

ま
た
は
各
分
館

▲おはなし会での絵本の読み聞かせ

　

市
教
育
委
員
会
は
、
令
和
４
年
度

か
ら
「
学
校
運
営
協
議
会
制
度
」
を

全
校
導
入
し
、
全
て
の
学
校
が
「
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

学
校
運
営
協
議
会
制
度
と
は
、
保

護
者
や
地
域
住
民
が
当
事
者
意
識
を

持
っ
て
学
校
運
営
に
参
画
す
る
制
度

の
こ
と
で
、
こ
の
制
度
を
導
入
し
て

い
る
学
校
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
」
と
呼
び
ま
す
。

　

今
回
は
、
学
校
運
営
協
議
会
の
取

り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

西
城
中
学
校
学
校
運
営
協
議
会

の
取
り
組
み

　

西
城
中
学
校
で
は
、
学
校
運
営
協

議
会
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
「
郷
土
の
誇

り
」
と
「
郷
土
へ
の
貢
献
」
と
し
、

委
員
に
よ
る
意
見
交
換
・
協
議
が
重

ね
ら
れ
、
建
設
的
な
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
『
よ
う
こ
そ
先
輩
』

　

生
徒
が
、
母
校
や
ふ
る
さ
と
西
城

へ
の
「
誇
り
・
貢
献
」
を
考
え
る
機

会
と
し
て
、
西
城
町
出
身
の
先
輩
か

ら
話
を
聞
く
『
よ
う
こ
そ
先
輩
』
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、
荒
木
脳
神
経
外

科
病
院
（
広
島
市
）
理
事
長
の
荒あ

ら
き木

攻お
さ
むさ
ん
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、
南

極
観
測
隊
員
と
し
て
の
基
地
生
活
の

体
験
や
思
い
出
が
語
ら
れ
た
ほ
か
、

中
学
生
へ
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

②
『
学
び
舎
』

　

地
域
人
材
を
活
用
し
て
、
放
課
後

学
習
の
場
を
設
け
、
生
徒
の
学
力
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
、
定
期

試
験
前
の
補
充
学
習
や
試
験
勉
強
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、
各
学
期
末
の
定

期
試
験
前
の
２
日
間
、
西
城
町
の
教

育
関
係
者
３
人
を
講
師
に
招
き
、
放

課
後
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
の

サ
ポ
ー
ト
を
得
て
、
参
加
し
た
生
徒

全
員
が
集
中
し
て
学
習
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
質
の
高
い
学
校
教
育
の

実
現
を
図
る
た
め
、
各
小
中
学
校
の

実
態
に
応
じ
て
、
目
指
す
児
童
・
生

徒
像
を
共
有
し
、
課
題
解
決
に
向
け

た
議
論
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学

校
運
営
協
議
会
委
員
が
中
心
と
な

り
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
緒
に

な
っ
て
創
意
工
夫
を
し
た
教
育
を
よ

り
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

荒木さんの講演
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行政管理課広報統計係  ☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322●市内のイベントやまちの話題をお届けします。Camera ReportCamera Report
カメラレポート

お墓に関するお墓に関する ～よくある質問を紹介します～～よくある質問を紹介します～
市民生活課市民生活係  ☎0824-73-1154

社会福祉課生活福祉係  ☎0824-73-1166

　

墓
地
は
、
先
祖
を
供
養
す
る
た

め
の
大
事
な
施
設
で
す
。

　

大
切
な
お
墓
の
た
め
に
、
正
し

く
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

お
墓
を
作
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
で
す
か
？

市
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

書
類
と
現
地
を
確
認
し
た
上

で
、
許
可
証
を
発
行
し
ま
す
。
な

お
、
お
墓
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
は
、
自
分
が
所
有
す
る
土
地

の
み
で
す
。

お
墓
を
新
し
く
作
る
の
で
は

な
く
、
今
あ
る
墓
石
を
自
分

の
土
地
に
移
動
さ
せ
た
い
の
で
す

が
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
？

既
存
の
墓
石
を
移
動
す
る
場

合
で
も
、
今
ま
で
墓
地
で
は

な
か
っ
た
場
所
に
設
置
す
る
の
で

あ
れ
ば
、市
へ
申
請
が
必
要
で
す
。

自
分
の
土
地
で
あ
れ
ば
ど
こ

で
も
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す

か
？

　
　

お
墓
が
安
定
し
て
設
置
で
き

る
か
な
ど
、
基
準
に
適
合
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
周
囲

１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
住
民
に
、
お

墓
を
設
置
す
る
こ
と
を
お
知
ら
せ

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
墓
は
作
ら
な
い
の
で
す

が
、
遺
骨
だ
け
別
の
お
墓
や

納
骨
堂
に
移
動
し
た
い
の
で
す
が

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

遺
骨
を
別
の
お
墓
や
納
骨
堂

に
移
す
場
合
は
、「
改
葬
許

可
申
請
」
と
い
う
手
続
き
が
必
要

で
す
。「
先
祖
の
墓
を
勝
手
に
移

動
さ
れ
た
」
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
る
た
め
、
事
前
に
親
族
と
し

っ
か
り
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
、
清
掃
や
草
刈
り
が
で
き

ず
、
草
木
に
囲
ま
れ
て
し
ま
っ
た

り
、
墓
参
り
す
る
人
が
い
な
く
な

り
無
縁
墓
に
な
っ
た
り
し
て
し
ま

う
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
周
辺
の
住
環
境
の

悪
化
に
つ
な
が
る
た
め
、
長
期
に

わ
た
っ
て
適
切
に
管
理
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

庄
原
消
防
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
９
９
１
１

東
城
消
防
署　

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
０
０
５

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま

す
（
３
月
１
日
㈮
～
７
日
㈭
）

　
庄
原
市
で
は
毎
年
、
農
繁
期
が
始
ま
る
３

月
・
４
月
に
、
た
き
火
が
原
因
と
な
る
火
災

が
集
中
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
も
強
く
な
る

た
め
、
い
っ
た
ん
火
災
が
発
生
す
る
と
広
範

囲
に
燃
え
広
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
火

災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

林
野
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
「
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」
と
併
せ
て

「
全
国
山
火
事
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

山
火
事
は
、
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
そ
の

消
火
は
困
難
で
、
一
瞬
に
し
て
貴
重
な
森
林

を
焼
失
し
、緑
や
水
資
源
な
ど
の
自
然
環
境
、

さ
ら
に
は
地
球
温
暖
化
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

【
林
野
火
災
防
止
の
た
め
の
注
意
点
】

▪
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
場
所
で
は
、
た
き
火
を

　

し
な
い
こ
と

▪
た
き
火
な
ど
火
気
の
使
用
中
は
、
そ
の
場
を

　

離
れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に
消
火
す
る
こ

　

と
▪
強
風
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
や
火
入

　

れ
を
し
な
い
こ
と

▪
火
入
れ
な
ど
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
が
発

　

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
事
前
に

　

最
寄
り
の
消
防
署
へ
届
け
出
を
す
る
こ
と

▪
た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙
し
、
吸

　

い
が
ら
は
必
ず
消
す
と
と
も
に
、
投
げ
捨

　

て
な
い
こ
と

▪
火
遊
び
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
こ
と

▪
火
を
付
け
た
ら
完
全
に
消
え
る
ま
で
目

　

を
離
さ
ず
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

▪
水
バ
ケ
ツ
な
ど
の
消
火
用
具
を
必
ず
準

　

備
す
る
。

▪
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
と
き
や
風
の
強

　

い
日
に
は
屋
外
で
火
を
使
用
し
な
い
。

火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

２
０
２
３
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

２
０
２
３
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
火
を
消
し
て　

「
火
を
消
し
て　

　
　
不
安
を
消
し
て

　
　
不
安
を
消
し
て

つ
な
ぐ
未
来
」

つ
な
ぐ
未
来
」

２
０
２
４
年
全
国
山
火
事　
　
　
　

２
０
２
４
年
全
国
山
火
事　
　
　
　

　
　
　
　
予
防
運
動
統
一
防
火
標
語

　
　
　
　
予
防
運
動
統
一
防
火
標
語

「
忘
れ
な
い　

「
忘
れ
な
い　

　
　
　
山
の
恵
み
と

　
　
　
山
の
恵
み
と火
の
始
末
」

火
の
始
末
」

野球しようぜ！
　市内の小学校全校にも大谷グローブ届く・1/9 №1

▲プレゼントされたグローブ

　アメリカのメジャーリーグで活躍している大
おおたに

谷翔
しょうへい

平選
手が、全国の小学校などにグローブをプレゼントし、本
市の小学校にもグローブが届きました。
　これは大谷選手が「子どもたちが野球というスポー
ツに触れ、興味を持つきっかけになってほしい」との思
いを込めて企画したものです。
　プレゼントされたグローブは、右利き用が２つと、左
利き用の１つがセットになったもので、大谷選手からの

「野球しようぜ！」というメッセージが添えられています。
　高野小学校では児童への贈呈式が行われ、グローブ
を受け取った児童は「テレビで見て知っていたけど、本
当に届いたので感激した」とうれしそうに話しました。 ▲高野小学校で行われた贈呈式

▲キャッチボールをする東小学校の児童

低所得世帯へ臨時生活支援金を支給します低所得世帯へ臨時生活支援金を支給します
　

昨
年
11
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
、

国
の
「
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の

総
合
経
済
対
策
」
で
「
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
付
金
を
活
用
し
た
追
加
の

経
済
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

申
請
方
法

　

今
後
対
象
者
に
送
付
す
る
案
内
文

書
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

こ
ど
も
加
算
支
援
金

支
給
対
象
者

　

令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
で
庄

原
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
の
世
帯

主▪
世
帯
全
員
の
令
和
５
年
度
分
の

　

住
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯

（
住
民
税
課
税
者
の
扶
養
親
族
の

み
か
ら
な
る
世
帯
は
対
象
外
）

▪
「
第
二
次
住
民
税
所
得
割
非
課

　

税
（
均
等
割
の
み
課
税
）
世
帯

　

支
援
金
」
の
支
給
対
象
世
帯

対
象
児
童

次
の
全
て
に
該
当
す
る
児
童

▪
令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
で
同

　

一
世
帯
の
児
童

▪
平
成
17
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
児
童

支
給
額

対
象
児
童
１
人
当
た
り
５
万
円

第
二
次
住
民
税
所
得
割　
　

非
課
税
（
均
等
割
の
み
課
税
）

世
帯
支
援
金

支
給
対
象
者

　

令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
で
庄

原
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
の
世
帯

主▪
世
帯
全
員
が
令
和
５
年
度
分
の

　

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
さ
れ

　

て
い
る
世
帯

▪
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
者
と

　

住
民
税
非
課
税
者
で
構
成
さ
れ

　

る
世
帯

※
た
だ
し
、
住
民
税
課
税
者
の
扶

養
親
族
の
み
か
ら
な
る
世
帯
は
対

象
外

支
給
額

１
世
帯
当
た
り
10
万
円

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
支
援
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
０
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伝統文化を伝える行事 「メタバース」で人材を確保

良い年になりますように 箏と尺八のハーモニー新年に向けて 最新のスポーツを体験

　卒業証書に使う和紙を紙すきで作製・12/11 　最新技術で企業を紹介・12/1

　門松としめ縄を寄贈・12/22 　芙蓉会創始 100 周年記念 箏曲演奏会・11/26  　しめ縄づくり・12/9　 　ドローンサッカー体験会・12/16　

　総領高齢者能力活用センター「ハートリンクス」で、
紙すきが行われ、総領中 3 年生の 10 人が参加しまし
た。
　総領町の田総地域では、昭和 30 年頃まで伝統的な
製法での手すきの和紙の生産が行われており、現在で
もその製法は地域の人に受け継がれています。
　同校では、総領地域の和紙作り文化を学ぶため、毎
年 3 年生が卒業証書に使う和紙を紙すきで作る伝統
が 30 年以上続いています。
　当日は、総領町紙すき研究会の皆さんの指導を受け
ながら材料となるコウゾやミツマタを町内で採取し、
叩いて繊維をほぐすなどの工程を経て、手すき作業に
取り組み、和紙を作製していました。

　商工団体と市内企業などでつくる「庄原でいきいき
働く協議会」が、インターネット上の仮想空間「メタ
バース」を活用して企業を紹介する、新たな取り組み
を開始しました。
　これは、企業情報などを新しい形で発信したいとい
う思いから企画されたもので、メタバース内には、毎
年市内で開催している就職ガイダンスの会場が再現さ
れています。市内外 75 社の企業ブースが設置され、
就職希望者は自身の分身であるアバターを使い、企業
の情報や職員の募集状況などが容易に確認できるつく
りになっています。
　同協議会では、今後も手軽に市内企業を知ってもら
える取り組みを進める予定です。

　比和自治振興センターで「しめ縄づくり」が開催され、
地域住民 13 人が参加しました。
　これは比和自治振興区が主催したもので、毎年、地
域行事でしめ縄づくりをされている白

しらはた

幡憲
け ん そ う

壮さんを講
師に迎え開催されました。
　参加者は、用意された稲ワラを使って縄をない、飾
りつけや細やかな作業を講師に聞きながら、和やかな
雰囲気で作業をしていました。
　参加者は「ワラのいい香りを嗅ぎながら自分の作っ
たしめ縄で新年を迎えられるのが楽しみ」と笑顔で話
しました。

　西城自治振興区が、地域の活性化を目的に、西城体
育館でドローンサッカー体験会を開催し、西城紫水高
校の生徒や地域住民など、約 50 人が参加しました。
　この競技は韓国発祥のスポーツで、ボール状の枠で
覆われた小型のドローンを操縦し、空中に設置されて
いる相手側のゴールをくぐらせて得点を競う、最新戦
略型のスポーツです。
　当日はインストラクターにドローンの操作方法を教
わり、チームに分かれて対戦が行われました。参加者
は「攻めるより守る方が難しかった。またやりたい」「操
作が難しかったけどとても楽しかった」と話しました。

№9 №8

№6 №2№7 №3

▲紙すきをする総領中の生徒 ▲仮想空間「メタバース」内に再現された会場

▲稲ワラで縄をなう参加者 ▲ドローンサッカーの試合▲しめ縄・門松同好会の皆さん ▲芙蓉会の演奏

　庄原市シルバー人材センターしめ縄・門松同好会の
会員の皆さんが作成した門松としめ飾りが、市役所本
庁舎の正面玄関に設置されました。
　当日は雪が降る寒い中での作業でしたが、熟練の技
により、松や南天、ハボタンが飾り付けられ、高さ約２
メートルの門松が完成しました。
　この門松やしめ縄の材料はすべて市内のもので、調
達から加工まで会員の皆さんの手によって行われてい
ます。
　会員の皆さんは「ことしも門松を作成することがで
きた。令和６年が庄原市にとって、良い年になることを
願っている」と話しました。

　庄原市民会館で、箏
そうきょく

曲演奏グループ「芙
ふ よ う か い

蓉会」の創
始 100 周年記念演奏会が開催され、約 500 人が集ま
りました。
　当日は同会をはじめ、作曲演奏家の菊

き く し げ

重精
せ い ほ う

峰さんと
尺八演奏家の川

か わ さ き

崎貴
た か ひ さ

久さん、市内の尺八団体メンバー
が出演しました。菊重さんが庄原市合併を記念して作
曲した「備北賛歌」や古典曲、映画・アニメの主題歌
など全 11 曲が演奏され、参加者は箏と尺八の繊細で
表現力豊かな音色に聴き入っていました。
　同会の三代目会長である竹

た け は ら

原夕
ゆ き こ

起子さんは「演奏す
る側も聴く側も楽しめるように心掛けてきた。これか
らもみんなが楽しめる演奏を続けたい」と話しました。

幻想的な光でまちを照らす 高駅ににぎわいを
　東城まちなみイルミネーション・12/21 ～ 1/9 　「顔はめパネル」お披露目セレモニー・12/15

　夢街道ルネサンス認定「街道東城路（東城市街地）」
で「東城まちなみイルミネーション」が開催されまし
た。これは東城高１年生の生徒が総合的な学習の一環
で実施したもので、関係団体や地域住民と協力し、街
道沿いの各施設にイルミネーションとあんどんを設置
しました。
　あんどんには、本市出身の書家坂

さ か ぐ ち

口赤
せ き ど う

道さんの指導
のもと、東城町の名産品などの平仮名を組み合わせた

「からくり文字」が書かれており、生徒が作った作品
が市街地を温かい光で照らしました。
　来場者は「イルミネーションがとてもきれいだった」

「からくり文字を初めて見た。とてもおもしろい」と
話し、幻想的な街道の景色を楽しんでいました。

　ＪＲ芸備線の利用促進に向けた取り組みの一環とし
て「顔はめパネル」が作成され、高駅でお披露目セレ
モニーが行われました。これは芸備線・木次線利用促
進協議会の庄原地域チームである高自治振興区が企画
し、高小学校の児童とともに作成したものです。
　セレモニーでは、高小学校の児童によるリコーダー
演奏会やけん玉の披露などさまざまなイベントが行わ
れ、地域の人でにぎわいました。
　企画した高自治振興区の岡

お か の

野 茂
しげる

区長は「高駅を拠
点に、地域の交流が深まるような取り組みを進めてい
きたい」と話しました。
　待合室にはパネルのほか、児童が描いた絵も展示さ
れています。ぜひお立ち寄りください。

№5 №4

▲イルミネーションと東城高校１年生の皆さん ▲顔はめパネルで記念撮影
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12
月
７
日
、
庄
原
市
人
権
講
演
会
を
開
催
し
、

市
内
７
会
場
に
約
３
５
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
は
、
庄
原
市
民
会
館
を
メ
イ
ン

会
場
、市
内
６
カ
所
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
場
を
設
け
、

講
演
の
様
子
を
放
送
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、Y

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ouT
ube

や
テ
レ
ビ
番
組
で
活
躍

し
て
い
る
料
理
研
究
家
の
コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、「
食
を
通
し
て
人
が
、
世
界
が
つ

な
が
る
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

コ
ウ
さ
ん
は
自
身
が
世
界
各
国
を
旅
し
た
経
験

か
ら
、
各
国
の
事
情
、
食
文
化
、
家
族
の
あ
り
方

に
つ
い
て
話
し
た
ほ
か
、
日
本
の
家
庭
の
現
状
に

も
目
を
向
け
、
毎
日
家
族
の
た
め
に
料
理
を
作
り

続
け
る
こ
と
の
大
変
さ
や
、
無
理
せ
ず
食
を
楽
し

む
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、
食
や
家
庭
に
関
連
し
た

人
権
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
「
食
事
を
作
る
こ
と
が
人
権
問
題
に

つ
な
が
っ
て
い
た
と
は
び
っ
く
り
し
た
！
」
と
話

し
、人
権
を
身
近
に
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
９
日
、
桜
花
の
郷
ラ
・
フ
ォ
ー
レ
庄
原

で
、
令
和
５
年
度
庄
原
市
支
え
合
い
の
ま
ち

づ
く
り
研
修
会
を
開
催
し
、
47
人
が
来
場
し

ま
し
た
。

　

倉
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
松ま

つ
お
か岡

武た
け
し司

主

幹
を
講
師
に
招
き
、「
支
え
合
い
の
地
域
づ
く

り
に
向
け
て
～
△

さ
ん
か
くは

○え
ん

に
な
る
～
」と
題
し
て
、

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

松
岡
さ
ん
は
、
倉
敷
市
で
実
践
さ
れ
て
い

る
地
域
づ
く
り
の
事
例
を
紹
介
し
「
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
住

民
相
互
の
支
え
合
い
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が

大
切
で
あ
る
」
と
話
し
、
参
加
者
と
共
有
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

が
よ
く
わ
か
っ
た
」「
周
囲
へ
の
気
配
り
や
声

掛
け
も
地
域
の
支
え
合
い
の
一
つ
な
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

12
月
16
日
、
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
令
和

５
年
度
庄
原
市
介
護
予
防
講
演
会
を
開
催
し
、
約

70
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

５
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
今
回
は
、
本
市
が
推
進

す
る
住
民
参
画
型
の
介
護
予
防
事
業
「
シ
ル
バ
ー
リ

ハ
ビ
リ
体
操
」
の
発
祥
の
地
で
あ
る
茨
城
県
立
健
康

プ
ラ
ザ
か
ら
、古ふ

る
さ
わ澤

綾あ
や

さ
ん
を
講
師
に
招
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
体
操
の
理
念
や
効
果
に
つ
い
て
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
最
後
に
参
加
者
全
員
で
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

　

古
澤
さ
ん
は
「
継
続
し
て
体
操
に
取
り
組
み
、

自
分
で
自
分
を
守
れ
る
こ
と
が
大
切
。
最
期
ま
で

座
れ
る
、
し
が
み
つ
け
る
、
歩
け
る
よ
う
に
、
地
域

で
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
続
け
ま
し
ょ
う
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
年
を
取
っ
て
も
い
つ
ま
で
も
自
分
ら

し
く
過
ご
す
た
め
に
、
今
後
も
介
護
予
防
に
取
り

組
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

料理を通じて人権を学ぶ
庄原市人権講演会

住み慣れた地域で暮らし続けるために
令和５年度庄原市支え合いのまちづくり研修会

自分の体は自分で守る
令和５年度庄原市介護予防講演会

市民
生活課

高齢者
福祉課

高齢者
福祉課

講演を行うコウさん

倉敷市の事例を話す松岡さん

講演を熱心に聞く参加者の皆さん

h
e

a
lth

y
 c

o
lu

m
n

健康広場

庄原市立西城市民病院　デイサービス主任

介護福祉士　大
おお

段
だ ん

智
と も

之
ゆ き

保健医療課健康推進係　☎ 0824 ｰ 73 ｰ 1255

　尿漏れが気になることはありませんか。
　尿漏れは、高齢者に多く見られるトラブルですが、年齢や性別に関係なく誰にでも
起こる可能性があります。尿漏れは、自尊心が傷ついたり、尿が漏れる不安で外出が
おっくうになったりするなど、精神的な苦痛をもたらし、活動の幅を狭めてしまうこ
ともあります。

尿漏れとは
　自分の意識とは関係なく尿が漏れてしまうことで、軽いものであれば数滴から、重いものであれば完全に漏れて
しまうことがあります。
　原因は、加齢に伴う筋力の低下で、排尿をコントロールする筋力が弱くなることが挙げられます。
　女性は加齢に伴い膀胱や子宮を支える筋肉が緩みやすく、重いものを持ち上げたり、笑ったり、くしゃみをした
りしてお腹に圧がかかると尿が漏れることが多く、男性は前立腺肥大や尿道が狭くなることにより、無意識に尿が
少しずつ漏れてしまう傾向があります。

尿漏れの予防・改善法は
　尿道と肛門周囲の筋肉を締めたり緩めたりする、
骨盤底筋体操がおすすめです。
　また、便秘や肥満の改善が大切です。そのため
栄養バランスを意識した食事や適度な運動を心掛
けましょう。他にもトイレや廊下に手すりを設置す
るなど、環境を整えることで移動しやすくなり、尿
漏れを予防できる場合もあります。
　この他にも、薬物療法や手術など、原因と症状
に合ったさまざまな治療法があります。1 人で悩ま
ず、まずは泌尿器科を受診し、医師に相談しまし
ょう。

吸水ケア用品を上手に使って、
快適に
　尿漏れの対応で大切なことは、尿漏れを減らすことや無くすことではありません。本人が日常生活を送る上で困
ることがないようにコントロールすることが大切です。
　最近では、尿漏れ・失禁パンツや吸水パッドなど、不意な尿漏れを吸収してくれる吸水ケア用品が多くあり、尿
独特のにおいを消臭する機能もあります。素材や形状などのバリエーションが豊富なので、自分の症状に合った最
適なものを選ぶことができます。
　これらを使うことに、ためらいを感じる人もいますが、適切な製品を選ぶことで、安心して外出できる、ぐっすり
眠れるなど、行動の自由が広がり、生活の質の向上につながります。

ことはありませんか？ことはありませんか？
尿漏れが気になる尿漏れが気になる

椅子に座った状態で テーブルに手をついて

あおむけで

骨盤底筋体操
尿道を締める骨盤底筋の収縮力を高める体操です。

１. 肛門部に意識を集中して、肛門と膣・尿道を５～８秒くらいキューと締める
２. 締めていた部分をゆるめ、数十秒休む
３.１、２の動作を繰り返す（目標は1日30 ～ 50 回。３～４回に分けて行う）

あおむけで

テーブルに手をついて
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※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相　
　

談

「
遺
言
」「
相
続
」
に
関
す
る

相
談
会

　

遺
言
・
相
続
に
関
す
る
悩
み
を

抱
え
た
人
の
相
談
に
、
無
料
で
応

じ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

全
国
一
斉
「
遺
言
・
相
続
」

相
談
会

と
き

２
月
17
日
㈯　

10
時
～
16
時

【
電
話
相
談
】

☎
０
１
２
０
‐
３
３
９
‐
２
７
９

【
面
談
相
談（
要
予
約
）】

と
こ
ろ　
広
島
司
法
書
士
会
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー

面
談
予
約

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

【
Ｗ
Ｅ
Ｂ
相
談（
要
予
約
）】

▼
予
約
専
用
サ
イ
ト

　

https
://area34.sm

p.ne.jp/

　

area/table/

　

35849/G
iE

xdh/

　

M
?S

=rbkjq2lftclb

　

&
counN

umb
er=34

広
島
県
全
県
一
斉
「
相
続
・

遺
言
」
相
談
会

と
き

３
月
３
日
㈰　

10
時
～
16
時

【
電
話
相
談
】

☎
０
８
２
‐
５
１
１
‐
７
１
９
６

【
面
談
相
談（
要
予
約
）】

と
こ
ろ

十
日
市
き
ん
さ
い
セ
ン
タ
ー

面
談
予
約

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

問
い
合
わ
せ

広
島
司
法
書
士
会

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

女
性
司
法
書
士
に
よ
る　
　

女
性
の
た
め
の
相
談
会

　

相
続
登
記
、
遺
言
、
高
齢
の
親

の
問
題
・
後
見
、
離
婚
、
借
金
、

起
業
、
労
働
ト
ラ
ブ
ル
、
裁
判
手

続
き
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
に
つ
い
て
、
電

話
・
面
談
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
面
談
相
談
（
要
予
約
）】

と
き　
３
月
８
日
㈮
～
10
日
㈰

10
時
～
16
時

と
こ
ろ

広
島
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

面
談
予
約

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

【
電
話
相
談
】

と
き

▼
３
月
５
日
㈫
～
８
日
㈮

　

10
時
～
12
時

▼
３
月
９
日
㈯
、
10
日
㈰

　

10
時
～
16
時

電
話
相
談
窓
口

☎
０
８
２
‐
５
１
１
‐
７
１
９
６

問
い
合
わ
せ

広
島
司
法
書
士
会

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

募　
　

集

「この社会あなたの税がいきている」
インタ ーネットで巾告•納税できる

e-Tax （国税電子申告・納税システム）
．馴9IIi闇湖鼎Bi.

http://www.e-tax.nta.go.jp 

公益社団法人

I鍮屯土ば涅’ 芯品m 庄原法人会
〒727-0011広島県庄原市東本町1-2-22（庄原師工会議所会館内）

TEL 0824-72-1889 (FAX兼用）

 MMaiil sh-hojiin@@siirren.ocn.ne.jp

市税・保険料の納期限のお知らせ

納期限納期限
２月29日㈭２月29日㈭

■固定資産税４期
■国民健康保険税（普徴）８期
■介護保険料（普徴）９期
■後期高齢者医療保険料（普徴）８期
　「口座振替」にしている人は、納期限の前日までに
残高確認をお願いします。

　　　　　収納課収納係☎ 0824-73-1511

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談
庄原 ３月５日㈫・19日㈫

13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター
人権擁護委員 広島法務局三次支局

☎0824-62-5070口和 ３月６日㈬13時30分～15時30分 口和保健福祉センター
総領 ３月13日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談 総領 ３月13日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 行政相談委員 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 ３月15日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　口和 ３月１日㈮13時～16時 口和保健福祉センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

認知症カフェ

庄原 「とんぼ」
３月５日㈫13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・情報交換
参加費100円

高齢者福祉課地域包括支援
センター係
☎ 0824-73-1165

西城 「コスモスカフェ」
３月７日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城 「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい

梅」
２月27日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係

☎08477-2-5131

比和 「あしたのカフェ」
３月19日㈫13時30分～15時 比和温泉施設あけぼの荘 比和支所市民生活係

☎0824-85-3001
障害者相談員
定 期 相 談 会 庄原 ３月11日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 身体障害者相談員 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210
身 体 障 害 者
補装具判定会 肢体 ３月19日㈫13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談 ３月19日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

母子保健事業母子保健事業 ●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付

３月４日㈪・18日㈪９時～17時 保健医療課母子保健係 ▪出産予定日と受診した
　病院名が分かるもの
▪本人確認書類
　（運転免許証など）
▪通帳・印鑑

事前予約が必要

３月９日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

２月26日㈪・３月11日㈪
９時～12時 東城支所 事前予約が必要

育 児 相 談 ３月12日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所で
の相談を希望する場合は
お問い合わせください。

事業名 とき ところ 内容 備考

出 張 相 談 ３月９日㈯
10時～12時

庄原ひだまり広場
（こども未来広場内）

妊娠・出産・子育てに関する情報提供や相
談 事前予約が必要。

子育て世代包括支援センター事業子育て世代包括支援センター事業 ●子育て世代包括支援センター　☎0824-73-1214

庄
原
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
係
る
意
見　
　
　

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

　

平
成
27
年
度
に
策
定
し
、
令
和

５
年
度
に
改
訂
す
る
「
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
に
係
る
意
見

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
計
画
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

意
見
募
集
の
対
象
者

▼
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

▼
市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る

　

人
▼
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

　

を
置
い
て
い
る
個
人
・
法
人
・

　

そ
の
他
団
体

▼
本
計
画
に
係
る
利
害
関
係
者

募
集
期
間

２
月
26
日
㈪
ま
で

提
出
方
法

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意
見
書

に
必
要
事
項
や
意
見
な
ど
を
記
入

し
、
企
画
課
（
ま
た
は
各
支
所
総

務
室
）
に
持
参
す
る
か
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意
見
書

は
、
企
画
課
、
各
支
所
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

提
出
先

〒
７
２
７
‐
８
５
０
１

中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号

庄
原
市
企
画
振
興
部
企
画
課
企
画

調
整
係
宛

FAX
０
８
２
４
‐
72
‐
３
３
２
２

メ
ー
ル

kikaku-chousei@
city.shobara.

lg.jpホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.city.shobara.

hiroshim
a.jp/m

ain/
governm

ent/seisaku/cat03/
industry/post_239.
htm

l

問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
調
整
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
８

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災

害
義
援
金

　

市
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
災
害
に
対
す
る
義
援
金
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　
当
面
の
間

受
付
窓
口
・
受
付
時
間

▪
市
民
生
活
課
、
各
支
所
市
民
生

　
活
室
・
地
域
振
興
室

　

開
庁
日
の
８
時
30
分
～
17
時
15

　

分
▪
西
城
市
民
病
院

　

月
～
金
曜
日
の
８
時
15
分
～
17

　

時
（
祝
日
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
３

広報しょうばら／ 2024.2　14 15　2024.2 ／広報しょうばら
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９
時
30
分
～
16
時

（
受
け
付
け
は
15
時
ま
で
）

と
こ
ろ　
ひ
ば
の
里　

上
の
農
家

料
金　
５
人
前
１
８
０
０
円
、
７

人
前
２
５
０
０
円

定
員　
10
組
／
日

ふ
き
の
と
う
味
噌
づ
く
り

ふ
き
の
と
う
味
噌
づ
く
り

　

園
内
で
収
穫
し
た
フ
キ
ノ
ト
ウ

を
軽
く
茹
で
て
刻
み
、
ひ
ば
の
里

で
作
ら
れ
た
味
噌
と
混
ぜ
合
わ
せ

て
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
味
噌
を
作
る
体

験
で
す
。

と
き　
３
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

９
時
30
分
～
16
時

（
受
け
付
け
は
15
時
ま
で
）

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

上
の
農
家

料
金　

５
０
０
円
／
組

定
員

15
組
／
日

こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り

こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り

　

地
元
庄
原
産
の
こ
ん
に
ゃ
く
芋

を
原
料
に
、
手
で
丸
め
て
ゆ
で
上

げ
て
、
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
る
体
験

で
す
。

と
き　

２
月
10
日
㈯
～
12
日
（
月
・
祝
）・

23
日
（
金
・
祝
）

９
時
30
分
～
16
時

（
受
け
付
け
は
15
時
ま
で
）

と
こ
ろ　
ひ
ば
の
里　

上
の
農
家

料
金　
２
０
０
円
／
組

定
員　
15
組
／
日

手
打
ち
そ
ば
づ
く
り

手
打
ち
そ
ば
づ
く
り

　

地
元
庄
原
市
一
木
町
の
そ
ば
粉

を
使
用
し
た
そ
ば
打
ち
体
験
で

す
。
作
っ
た
そ
ば
は
、
そ
の
場
で

ゆ
で
て
、
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。※
持
ち
帰
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

と
き　

２
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
、
３
月
９

日
㈯
・
10
日
㈰

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

冬咲きぼたん展冬咲きぼたん展
２月25日㈰まで開催中！

0120-66-10350120-66-1035
受付時間：9時〜19時受付時間：9時〜19時
広島県三次市塩町2123-5広島県三次市塩町2123-5

創業64周年創業64周年

出張買取の美幸出張買取の美幸
ブランド品・骨董品・アンティーク品から衣服・食器まで、まるごとなんでも買取ます!ブランド品・骨董品・アンティーク品から衣服・食器まで、まるごとなんでも買取ます!

び こ うび こ う

広告広告広告

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
人
の
情
報
は
、
行
政
管
理
課

広
報
統
計
係
（
☎
０
８
２
４
‐
73

‐
１
１
５
９
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

※休園日：２月５日㈪・13 日㈫・19 日㈪
【開園時間】９時 30 分～ 16 時 30 分
　　　　　（入園は 15 時 30 分まで）

そ
の
他

【
現
代
詩
】

小
・
中
・
高
校
生
の
部

▼
広
島
県
議
会
議
長
賞

白
根　

晟
治
（
比
和
中
１
年
）

▼
公
益
財
団
法
人
ひ
ろ
し
ま
文

　
化
振
興
財
団
理
事
長
賞

垣
内　

優
希
（
比
和
中
１
年
）

一
般
の
部

▼
広
島
県
議
会
議
長
賞

奥
井　

久
子

【
川
柳
】

小
・
中
学
生
の
部

▼
広
島
市
教
育
委
員
会
賞

永
田　

心
結
（
比
和
中
３
年
）

高
校
生
・
一
般
の
部

▼
広
島
県
教
育
委
員
会
賞

新
宅　

涼
枝

※
応
募
の
際
の
漢
字
か
な
表
記
・

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
記
載
し
て
お
り
、

町
名
は
記
載
し
ま
せ
ん
。

令
和
５
年
度　
　
　
　
　
　

庄
原
市
文
芸
大
会

【
短
歌
】

▼
庄
原
市
長
賞

平
田
真
智
香

▼
庄
原
市
議
会
議
長
賞

積
賀　

貴
子

▼
庄
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

橘　
　

京
子

▼
庄
原
商
工
会
議
所
会
頭
賞

吉
方　

明
美

県
大
会

国
民
文
化
祭
「
川
柳
の
祭
典
」

入
選

荒
木
美
智
子
（
是
松
町
）

第
72
回
広
島
県
高
等
学
校　

柔
道
新
人
大
会

（
11
月
４
日
／
広
島
市
中
区
）

男
子
73
㎏
級

▼
優
勝

三
河
内
陸
至

（
崇
徳
高
２
年
・
永
末
町
）

け
ん
み
ん
文
化
祭
ひ
ろ
し
ま

'23　
文
芸
祭

【
短
歌
】

小
・
中
・
高
校
生
の
部

▼
広
島
市
長
賞

井
上　
　

悠
（
高
野
小
２
年
）

▼
広
島
市
教
育
委
員
会
賞

藤
永　

美
菜
（
高
野
小
４
年
）

一
般
の
部

▼
け
ん
み
ん
文
化
祭
ひ
ろ
し
ま

　
実
行
委
員
会
会
長
賞

永
宗　

敏
昭

ひ
な
餅
つ
き

ひ
な
餅
つ
き

　

ひ
な
祭
り
に
ち
な
ん
で
、
白
・

赤
（
赤
米
）・
緑
（
よ
も
ぎ
）
の

三
色
の
餅
を
つ
き
ま
す
。

　

餅
の
色
に
は
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が

あ
り
、『
白
』
は
雪
の
大
地
、『
赤

（
桃
）』
は
桃
の
花
、『
緑
』
は
緑

の
木
々
の
芽
吹
き
の
色
を
表
し
て

い
ま
す
。
桃
の
花
は
邪
気
を
は
ら

う
と
も
い
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
祈
願
す
る
意
味

も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
き　
３
月
３
日
㈰

①
11
時
か
ら
（
白
餅
）　

②
13
時
か
ら
（
赤
米
餅
）　

③
13
時
30
分
か
ら
（
よ
も
ぎ
餅
）

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷

定
員　
先
着
１
０
０
人
／
回

※
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
は
１
月

現
在
の
も
の
で
す
。
記
載
内
容
は

天
候
な
ど
の
理
由
に
よ
り
予
告
な

く
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
出
掛
け
の

際
に
は
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
庄
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

　
賞

安
川　

博
子

▼
庄
原
市
文
化
協
会
会
長
賞

有
田
由
美
子

【
俳
句
】

▼
庄
原
市
長
賞

稲
垣　

サ
カ
エ

▼
庄
原
市
議
会
議
長
賞

横
山　

悦
生

▼
庄
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

八
谷　

和
子

▼
庄
原
商
工
会
議
所
会
頭
賞

池
上
恵
美
子

▼
庄
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

　
賞

永
宗　

敏
昭

▼
庄
原
市
文
化
協
会
会
長
賞

木
村　

淳
子

▼
子
供
特
別
賞
（
小
学
生
）

稲
迫　

は
な
（
総
領
小
１
年
）

大
神
そ
う
た
（
総
領
小
１
年
）

畠
中　

み
ゆ
（
総
領
小
１
年
）

隂
地　

梨
音
（
総
領
小
４
年
）

平
尾　

響
祈
（
総
領
小
５
年
）

平
田　

七
海
（
総
領
小
６
年
）

【
川
柳
】

▼
庄
原
市
長
賞

古
本　

文
子

▼
庄
原
市
議
会
議
長
賞

三
上　

敏
枝

▼
庄
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

沼
本
み
よ
子

▼
庄
原
商
工
会
議
所
会
頭
賞

松
本　
　

進

▼
庄
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

　
賞

田
邊　

典
子

▼
庄
原
市
文
化
協
会
会
長
賞

荒
木
美
智
子

【
現
代
詩
】

▼
庄
原
市
長
賞

家
島　

晶
子

▼
庄
原
市
議
会
議
長
賞

坂
村　

初
子

▼
庄
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

折
島　
　

哲

▼
庄
原
商
工
会
議
所
会
頭
賞

森
永
真
由
美

▼
庄
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

　
賞

山
内　

久
子

▼
庄
原
市
文
化
協
会
会
長
賞

坂
村　

廣
嗣

※
応
募
の
際
の
漢
字
か
な
表
記
・

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
記
載
し
て
お
り
、

町
名
は
記
載
し
ま
せ
ん
。

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！全

国
大
会
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おお知らせ知らせInformatioInformationn

口和郷土資料館  ☎ 0824-87-2230

開館日 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～ 17 時

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休日診療のご案内

●東城地域

２月・３月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶２月号では「冬の庄原」を写真でお伝えしようと
企画していたのですが、雪が降らずに断念しました。
暖冬で過ごしやすいのですが、高野町で開催する雪
合戦までには雪が降ってほしいですね。
▶消防出初式といえば「雪がちらつく寒空の下」と
いう過酷な環境のイメージですが、本年は晴天の下
で開催できました。近頃、各地で災害が発生していま
すので、消防団の役割は大切だと実感しています。

人の動き （庄原市の人口） 

令和５年12月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３１，９８９人（前年比－３５４人）　
男　　１５，２９７人（前年比－１７３人）　
女　　１６，６９２人（前年比－１８１人）
世帯数　１４，９６６世帯（前年比－１８世帯）
[ うち外国人 ]　人口　５２７人（前年比６１人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１６，８６９人（７，９０５世帯）
○西城地域　　２，９４１人（１，３１２世帯）
○東城地域　　６，６８６人（３，２６２世帯）
○口和地域　　１，７３４人　　（７４８世帯）
○高野地域　　１，４９３人　　（６４１世帯）
○比和地域　　１，１４１人　　（５３７世帯）
○総領地域　　１，１２５人　　（５６１世帯）

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １５１１
●下水道課管理係　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１７５
●広島県水道広域連合企業団庄原事務所業務係
　　　　　　　　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１９７

２月25日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
３月３日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

10日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
17日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

　市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる
市民ギャラリーです。
▶令和５年度庄原市文芸大会入賞作品展
とき　３月８日㈮～10日㈰　10時～15時
問庄原市文化協会事務局　☎ 080-6310-0125（桑原）
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

２月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
〇草木染め教室
　とき　２月26日㈪　「ろうけつ染め」
　　　　①９時～12時 　②13時～16時
▶展示・販売・イベント
〇牛乳ポスター作品展
　とき　２月14日㈬～26日㈪
　ところ　エントランスホール

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座
と　き　３月９日 （土）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

※会場では「くららおばさんの紙芝居」が開催されます。

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

３月

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間
３月15日㈮ 東城支所 10時～11時15分

12時30分～15時

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

とき　　２月 26 日㈪　12 時 15 分～ 12 時 55 分
ところ　市役所本庁舎　1 階市民ホール
出演者　
小

お だ

田　孝
た か の り

則（リコーダー）
島
し ま だ

田　　郁
かおり

（ピアノ）
小

お だ

田　深
み ゆ き

雪（朗読）
演目　

「早
そ う し ゅ ん ぷ

春賦」、歌劇「魔笛」より「夜の女王のアリア」、
「ジ・エンターテイナー」　ほか

▶小田　孝則
　国立音楽大学器楽学科（トランペット専攻）卒業。
学生時代からさまざまな現場で演奏・編曲・指導の
経験を積み、広島市で教職に就く。広島市立基町高
校校長を定年退職した後、リコーダー奏者として音
楽家活動を本格化させている。
▶島田　郁
　国立音楽大学器楽学科（ピアノ専攻）卒業。国立
音楽大学広島県同調会コンサート、響の会コンサー
ト、あきクラシックコンサートなど、数多くの演奏
会に独奏者・伴奏者として出演する傍ら、後進の指
導に当たっている。
▶小田　深雪
　小田孝則と結婚して 44 年、夫の音楽活動を支え
てきた。絵本の読み聞かせの経験を生かし、ライブ
の朗読を担当。民生委員・児童委員などのボランティ
ア活動に加え、自らもミュージック・ベル、リコー
ダーなどの演奏活動に積極的に参加している。

　当館では、ものづくりの将来を担う子どもたちに、ラジオ
作りの楽しさを知ってほしい、ラジオなどの原理や仕組みに
興味・関心を持ってほしいとの願いから、小中学生向けに「ラ
ジオ作り体験教室」を開催しています。

　過去には、総務省中国総合通
信局の協賛を受けて開催してお
り、このときは、市内はもとよ
り広島市や東広島市、三次市か
ら 16 人の小中学生が参加して

くれました。
　「ラジオ作り体験教室」では、
組み立ての前に、“電波やラジオ
の原理”を学びます。その後、サ
ポーターから工作の注意点と道具
の使い方を教わり、組み立てを開
始。「はんだごて」を使い、火傷
などにも注意しながら、手のひら
サイズのプリント基板にトランジスタなどの小さな部品をは
んだ付けしていきます。
　このときは、小学生以上を対象としていましたが、保育園
の年長児も飛び入り参加し、サポーターの丁寧な指導を受け

ながらラジオを完成
させました。
　体験終了後、子ど
もたちは作成した

「マイラジオ」で、
真剣にラジオ放送を
聞きながら得意げな

表情を浮かべ、自分で作り上げたラジオはまさに宝物になっ
た様子でした。そして、“ラジオの原理と仕組み”や“物作
りの楽しさ”に興味・関心を持ってくれたようでした。
　今後も、ものづくりの楽しさを体験してもらうため、ラジ
オ作り体験のほか、当館で動態展示している歴代の音響・映
像機器を充実させ、小学生向けにこれらの機器について「仕
組みや技術の進歩と発展などの体験」や「仕組みとものづく
りの面白さに触れる」機会をもっと増やしていきたいと考え
ています。
　小学校の春休み期間にも、「ラジオ作り体験教室」を開催
する予定です。ラジオなどの仕組みや工作に興味がある、小
学生の皆さんの参加をお待ちしています。
※参加を希望する人は、事前にお申し込みください。

栄養成分表示を活用しましょう 子どもラジオ作り体験教室

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

　容器や包装に入れられた一般用加工食品や添加物には、熱
量（エネルギー）、たんぱく質、脂質、炭水化物、食塩相当
量などの栄養成分の含有量が表示されています。この栄養成
分表示は、健康づくりに役立つ情報源です。食品を選ぶとき
は確認してみましょう。

栄養成分表示（50g当たり）

エネルギー　100kcal
たんぱく質　4g
脂質　　　　3g
炭水化物　　31g
食塩相当量　0.3g

栄養成分表示（100ml当たり）

エネルギー　45kcal
たんぱく質　0g
脂質　　　　0g
炭水化物　　11.3g
食塩相当量　0g

品名　　　炭酸飲料
原材料名　糖質（果糖ぶどう糖液糖、砂
　　　　　糖）／炭酸、カラメル色素、
　　　　　酸味料、香料、カフェイン
内容量　　500ml

栄養成分表示（１袋（100g）当たり）

エネルギー　200kcal
たんぱく質　8g
脂質　　　　5g
炭水化物　　40g
食塩相当量　0.5g

【例②】　栄養成分表示（〇〇 ml 当たり）の値と内容量の値
が同じか確認しましょう。

■他にもさまざまな表示があります
　例えば、「塩分控えめ（うす塩）」と「塩味控えめ（うす塩
味）」は、似ているようで意味は全く異なります。
　「塩分控えめ（うす塩）」は、塩分が少ないもの（食品
100g（ml）当たり食塩相当量 0.3g 未満）だけに表記できます。
　「塩味控えめ（うす塩味）」は、塩分量に関係なく表記でき
るもので、あくまで味覚の表現です。食塩の含有量を表した
ものではないため、実際には塩分が高めの食品でも表記する
ことができます。
　その他にも、食品の包装からたくさんの情報を得ることが
できます。言葉の意味を正しく理解し、日々の食事に生かし
ましょう。

実際に含まれているエネルギーは、
成分表示の５倍
　　　　45kcal×５＝225kcal

■栄養成分表示を見る時の注意点
【例①】　栄養成分表示は、100g、１食分、１枚など、さま
ざまな食品単位で表示されています。食品ごとの成分を比べ
る場合はよく確認しましょう。

と　き　３月 24 日㈰　13 時から
ところ　口和郷土資料館
対　象　小学生
定　員　15 人（先着）
参加費　100 円（保険料を含む）
申し込み・問い合わせ　口和教育室☎ 0824-87-2111

ラジオ作り体験教室ラジオ作り体験教室
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安心・安全を守るために団結
令和６年消防出初式

危機
管理課

　

１
月
14
日
、
庄
原
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
４
年
ぶ
り
に

庄
原
市
消
防
出
初
式
を
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行
し
、
来
賓
各
位
の
出
席
の
も

と
、
庄
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消
防
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員
、
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北
地
区
消
防
組
合
職
員
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６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
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で
は
、
退
団
者
へ
の
感
謝
状
や
現
役
団
員
の
永
年

の
功
績
者
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の
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か
、
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の
初
期
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ど
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力
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に
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を
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た
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ま
た
、
新
入
団
員
な
ど
へ
の
辞
令
交
付
を
行
い
、
新
入

団
員
を
代
表
し
、総
領
方
面
隊
の
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と
お
り
だ

通
田
慶よ

し
ひ
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さ
ん
が「
消

防
団
員
と
し
て
、
市
民
の
信
頼
に
応
え
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
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庄
原
市
消
防
団
の
瀧た

き
ぐ
ち口

亮り
ょ
う

団
長
は
「
い
つ
、
ど
こ
で

起
こ
る
か
予
測
で
き
な
い
自
然
災
害
や
火
災
か
ら
、
市
民

の
命
や
財
産
、
安
心･

安
全
な
生
活
を
守
る
た
め
に
は
、

常
日
頃
か
ら
技
術
の
練
磨
、
消
防
精
神
の
高
揚
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
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出
初
式
を
通
じ
て
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
っ
て
い

く
使
命
に
対
し
、
決
意
を
新
た
に
す
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
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庄原ブランド米が大躍進！
　米のコンクール・コンテストの受賞者が木山市長を表敬訪問・12/26

　世界最大の米コンクール「第 25 回米・食味分析鑑定
コンクール国際大会」が新潟県で開催され、「都道府県・
海外地域代表 お米選手権」部門で、協同組合庄原里山
の夢ファーム（以下、里山の夢ファーム）農事組合法人
殿垣内（殿垣内町）が出品した「里山の夢　あきさかり」
が金賞を受賞しました。
　また、大阪府で開催された「第 13 回大阪府民のいっ
ちゃんうまい米コンテスト」で、西城町美味しい米つく
り研究会（西城町）と、里山の夢ファームの花

は な ふ さ

房豊
ゆたか

さん
（本郷町）、三

さ ん だ

田政
ま さ き

樹さん（本郷町）の「あきさかり」３
点が入賞しました。この受賞報告として、関係者の皆さ
んが木山耕三市長を表敬訪問しました。
　木山市長は受賞者に「庄原産のお米の素晴ら
しさを改めて実感できてうれしく思います」と
喜びの言葉を送りました。
　本市には「里山の夢 あきさかり」をはじめ、
特色のある栽培方法で育てられた、たくさんの

「庄原ブランド米」があります。この度の受賞
により、本市が高品質でおいしい米の産地であ
ることが全国に PR されました。これを機に、
皆さんもおいしさにこだわった「庄原ブランド
米」を食べ比べてみてはいかがでしょうか。

■第 25 回米・食味分析鑑定コンクール国際大会
　食味や味度（飯粒表面の保水膜の量）を審査
するため、米の“味”をとことん追求した方法
で評価される世界最大の米コンクール。

■金賞を受賞した庄原ブランド米「里山の夢あきさかり」
　土づくりで重要となる土着菌の発生を増進させるた
め、竹粉の肥料を活用して作られた米。栽培した米の
ほとんどの品種で、食味値※が 80 点以上となってい
る。その他にも、消費者へ安全・安心な米を提供する
ために、農薬や化学肥料の使用を慣行栽培（一般的な
使用量）の 50％以下に抑えた、環境にやさしい持続
可能な生産に取り組んでいる。
※食味値…米に含まれる水分やタンパク質などの成分  
を測定し、点数化されたもの。100 点満点で評価され、
点数が高いほどおいしい米とされる。

左から木山市長、西城町美味しい米つくり研究会の荒木勲副会長、里山の
夢ファームの市川基矩理事長、松田一馬理事、花房さん、三橋豊理事

新入団員を代表して三通田さんが宣誓

  SHISEI  Topics

令
和

６
年

２
月

５
日

発
行

編
集

・
発

行
　

庄
原

市
行

政
管

理
課

〒
727-8501　

広
島

県
庄

原
市

中
本

町
一

丁
目

10番
1号

 
　

　
／

 ☎
0824-73-1159 ・

FAX0824-72-3322／
 【

法
人

番
号

】2000020342106
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
  https://w

w
w

.city.shobara.hiroshim
a.jp ／

 印
刷

　
シ

ン
セ

イ
ア

ー
ト

㈱


